


















































第 18 巻第 4 期、2011 年 12 月）57 ～ 108 頁、陳文松、閻立訳「植民地期台湾総督府国語学校におけ
る日本人と台湾人校友の役割──共冶庄政：草屯地域における渥美寛蔵と洪清江の関係を中心に」
（『日本経済史研究』第 15 号、2012 年 1 月）131 ～ 153 頁を参照されたい。

































団旗の制作、風俗改良。大正 11 年 10 月 30 日。
永豊青年会：簡徳生（34）。聴話会、国語練習会、副業講習会。大正 11 年 10 月。
秀惠青年会：洪支山（32） 
54
。勧善会。大正 13 年 3 月 5 日。
溪州青年団：﻿白龍樹（43）。家長会、主婦会、婦人会、夜学会、スポーツの会、庭球会、
水泳会、音楽会。大正 12 年 10 月 2 日。
新庄青年団：洪深坑（128）。国語普及会、指導標識講習会。大正 12 年 3 月 11 日。
　この調査報告からわかるように、洪姓一族出身の台湾人教師は草屯地域社会の官製青年
 51 『台湾日日新報』第 8791 号、1924 年 11 月 3 日。
 52 「青年会は街庄におけるローカルエリートの選抜と養成の装置として機能し、﹁内地﹂ 青年団の運営方
法流用しつつも全く異なる展開をしたと思われる」。宮崎聖子「植民地時代の台湾における青年会の
成立過程（1910-1926）──北部台湾 A 街の事例を中心に」（『日本の教育史学』教育史学会紀要第 46
集、2003 年 10 月）166 頁。































民国 8 年（大正 8）、第一次世界大戦の末期、民族自決主義が台頭し、翌 10 年、有志
によって台湾文化協会が設立され、風俗改善を主要事業として標榜し、通俗講演をもっ
て民衆を啓発したので、台籍の知識青年は大いに喜んだ。日本人はこれに注目し、文




会員 100 名、永豊（林仔頭）青年会・会員 28 名、12 年に成立した新庄青年会・会員





 55 『青年会其ノ他社会教化的団体調』（台湾総督府内務局文教課、1926 年 3 月）12 頁、『全島青年団、処
女会、家長会、主婦会調』（台湾総督府文教局、1926 年度）15 ～ 16 頁。
 56 詩の一部は次のようになっている。「手栽桃李門前滿。日上樓台眼界明。世態炎涼思小隱。朝衣那及
布衣輕」。洪元煌『碧山吟社詩稿』第 146 首。
 57 「庄長的暴言」（『台湾民報』第 178 号、1927 年 10 月 16 日）漢文。
 58 陳文松「庄政大対決──以日冶中期台中州草屯庄炎峰青年会為中心」（『台湾風物』第 62 巻第 4 期、
2012 年 12 月）27 ～ 78 頁）を参照されたい。
 59 『草屯鎮誌』663 頁。
1920 年代の台湾官製青年団の導入と草屯炎峰青年会
163

































 60 宮崎聖子『植民地期台湾における青年団と地域の変容』334 頁。
